
ゆうき市議会だより 6

ゆうき会 代表質問

事
業
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
国
・
県
・
民
間
を

通
じ
た
財
源
確
保
策
に
努
め
て
く
だ
さ
い

ゆうき会
立川　博敏 議員（質問者）
稲葉　里子 議員
上野　　豊 議員

あらゆる手法で
事業財源確保を！

録画映像
はこちら

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

結
城
市
に
お
け
る
人
口
減
少

の
傾
向
や
要
因
に
つ
い
て
。

企
画
財
務
部
長　
令
和
6
年

10
月
1
日
現
在
の
常
住
人
口

は
4
8,
9
4
7
人
。
直
近

の
国
勢
調
査
結
果
で
あ
る

令
和
2
年
10
月
1
日
現
在

の
5
0,
6
4
5
人
と
比
較

す
る
と
1,
6
9
8
人
の
減
。

転
入
転
出
の
差
で
あ
る
社
会

増
減
数
が
56
人
の
増
、
出
生

と
死
亡
の
差
で
あ
る
自
然
増

減
数
が
1,
7
5
4
人
の
減

で
、
自
然
動
態
が
人
口
減
少

に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

大
型
事
業
へ
の
財
源
確

保
に
つ
い
て

基
本
設
計
・
実
施
設
計
で
出

さ
れ
た
事
業
費
の
妥
当
性
を

検
証
す
る
仕
組
み
の
創
設
に

つ
い
て
。

企
画
財
務
部
長　
複
数
業
者

か
ら
の
見
積
書
徴
取
、
実
施

設
計
業
務
の
外
部
委
託
、
競

争
入
札
の
実
施
に
よ
り
、
事

業
費
や
契
約
額
の
妥
当
性
は

十
分
に
担
保
さ
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
事
業
費

の
妥
当
性
を
検
証
す
る
仕
組

み
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
本

市
と
し
て
取
り
組
め
る
方
策

は
な
い
か
、
先
進
事
例
等
を

調
査
・
研
究
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
に
つ

い
て

稼
働
台
数
の
増
加
、
利
用
者

の
負
担
軽
減
（
利
用
料
金
の

引
き
下
げ
）
に
つ
い
て
。

保
健
福
祉
部
長　
利
用
料
金

は
概
ね
ご
理
解
を
い
た
だ
い

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

台
数
増
車
等
に
つ
い
て
は
今

後
の
利
用
状
況
を
注
視
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

学
習
指
導
要
領
に
お
け
る

授
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

限
ら
れ
た
授
業
数
で
新
た
な

分
野
へ
対
応
を
行
う
中
で
の
子

供
た
ち
の
理
解
度
に
つ
い
て
。

教
育
部
長　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
毎
時
間
の

授
業
で
は
、
具
体
的
な
評
価

規
準
を
設
定
、
指
導
方
法
を

工
夫
改
善
し
、
到
達
度
を
把

握
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

規
準
に
達
す
る
こ
と
が
難
し

い
場
合
に
は
、
指
導
方
法
を

変
え
た
り
、
I
C
T
を
活
用

し
て
繰
り
返
し
練
習
の
機
会

を
設
定
す
る
な
ど
、
身
に
付

け
る
べ
き
内
容
が
身
に
付
く

よ
う
指
導

し
て
い
る
。


